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給水ポンプユニットの圧力タンクを点検しましょう。

半年ごとの点検で圧力タンク内の封
入圧力を適正に保つことにより、ポン
プ及びモーターの運転寿命を延ばすこ
とができます。また、消費電力も抑え
ることができます。

圧力タンクへのエアー封入圧が不足するとポンプの起動頻度が増え、機械
部品や電気部品の消耗が激しくなります。さらに消費電力増加,ポンプ加熱,
ウォータハンマ,モーター保護装置の作動,モーター焼損など、様々な不具合
の発生原因となり断水にまで至ることがあります。

🔸半年ごとの点検を推奨いたします！

圧力タンク内はダイヤフラム(ゴム製)の隔膜で水室と空気室に分かれています。
運転中はダイヤフラムが伸縮を繰り返すので徐々に劣化が進み、ダイヤフラムの
破損に至る恐れがあります。ダイヤフラムの封入圧力低下や破損により、上記の
ような不具合現象が発生します。
圧力タンクの交換はメーカー推奨３年が目安となります。安心して使用してい

ただくためにも定期的なメンテナンスを推奨いたします。

🔸3年ごとの圧力タンク交換を
推奨いたします！
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給水ポンプユニットの圧力タンクに関わる不具合現象

http://www.fujita-tec.co.jp/

